
「ヤンゴンかるたでミャンマーを知ろう！」 
令和５年11月 27日（月）

○ミャンマーに関するクイズ大会 
iPadのアプリ「Kahoot!」を使って、クイズ大会を 

実施しました。子どもたちは、事前学習で知ったことを 
嬉しそうに回答したり、初めて見る問題に頭を悩ませた 
りしながら、得点を競いあい、楽しく回答していました。 

1問 1問、野中さんが解説して 
くださったので、ミャンマーの 
場所や人口、面積、国旗、130 
以上の民族がいることなど、 
たくさんのことを学びました。 

≪感想≫ 
・衣装を着て少しミャンマーを感じることができま
した。ヤンゴンかるたで遊びながら学ぶことができ
て楽しかったです。 

・ミャンマーの現在や、文化など自分の知らないこと
をたくさん知れて楽しかったです。 

・ミャンマーの衣装は着方が違うし、ヤンゴンかるた
とか楽しいこともあったし、行ってみたいとは思っ
たけど、クーデターとかで大変なことにもなってい
るから、ミャンマーのことをもっと知りたくなりま
した。 

ロートこどもみらい財団との連携協定による取組み  教育支援センター（ふれあいルーム） 
東大阪市教育委員会は、令和４年10月18日（火）に一般財団法人ロートこどもみらい財団と事業連携協定を

締結しました。この連携協定により、「ロートこどもみらい財団」荒木 健史代表理事のご協力のもと、今年度は、
「Yangonかるたプロジェクト」代表 野中 優那さんをゲストティーチャーとしてお招きし、教育支援センターに
通室する児童生徒を対象とした体験プログラムを実施しました。 
当日は、ふれあいオンラインルームの児童生徒もオンライン配信にて参加し、野中さんがミャンマーのクーデ

ターを目の当たりにし感じたこと、「ヤンゴンかるた」を制作したきっかけや思いなどの話を聞き、多文化共生や
国際理解について考えるきっかけとなりました。 
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「探究」と「対話」 
「トライ＆エラー」 

「Yangonかるたプロジェクト」 
代表 野中 優那さん（高校3年生） 
ミャンマーでのクーデターを現地で目の当

たりにし、「かるたを通じて、ミャンマーの
歴史や文化を伝えることで、 
より多くの人に関心を持って 
もらいたい」との思いから、 
「ヤンゴンかるた」を制作し、 
全国各地で活動されています。 

○ヤンゴンかるた大会 
ヤンゴンかるたでは、ミャンマー、なかでも特にヤンゴン 

のことについて知る機会になりました。きれいな景色や建築 
物の絵札の他に、クーデターに関する絵札などがありました。 
野中さんから、かるたを通じてヤンゴンについての様々なお話をしていただき、 

子どもたちは興味津々に聞き入っていました。食事は麺類 
が主食であることや、顔に真っ白な「タナカー」という化 
粧品をぬったりすることなどを教えてもらいました。その 
他にもヤンゴンの鉄道は日本で使用していた車両を使用し 
ているけれど電動ではないことなど、現地の写真や映像と 
ともに、楽しんでミャンマーについて学ぶことができました。

○ロンジー（民族衣装）体験 
色とりどりの布に素敵な刺繍が施された民族

衣装「ロンジー」を試着しました。１枚の布を
身体に巻きつけて、先端をねじってから腰の部

分に差し込んで着用する民族
衣装です。子どもたちは、 
「運動をするには動きにくい
けど、涼しそう」などと言い
ながら、笑顔で装いを楽しみ
ました。 

野中さん

荒木代表



遊びの中で育つ「後伸びする力」                                  教育講演会
 「いらっしゃいませー！」 

太陽のように元気な声が幼稚園中に響き渡りました。そして、時間いっぱいまでお店屋さんになったりお客さ

んになったりしながら、イキイキとした表情で遊びに夢中になる子どもたちの

姿がありました。11月28日（火）に市立石切幼稚園にて開催した「教育講演

会 ～保育の見学と子育て講演会～」での公開保育の様子です。 

教育講演会は、保育に関わる講演会を通じて、参加者に子育ての楽しさや喜

び、発達段階に応じた子育て支援や就学前教育の意義について知っていただく

ことを目的に、東大阪市民、市内学校園教職員を対象に、毎年実施していま

す。今年度は、４年ぶりに幼稚園を会場に集合開催することができました。 

前半は、「お店やさんごっこ」の公開保育を通して、子どもたちの様子を

約40名の参加者の方々に見学いただきました。子どもたちは、お客さんか

らの思ってもみない注文に、何度も悩んだり相談したりしながらも自分た

ちなりの考えを表現していました。子どもたちの姿には、保育テーマのと

おり、まさに数えきれないほどの「ときめき ひらめき はっけん」があ

り、小学校教育につながる資質・能力の芽生えがたっぷりと培われている

ことを、肌で感じ取ることができました。 

 「４歳児の遊びの中で大事にしたいことは？」 

「５歳児ではどうだろう？」 

神長先生からは、遊びの中で子どもたちのどんな力が育っているのか、

当日の公開保育での子どもたちや先生方の姿に重ねながら、お話しいただ

きました。「それぞれの体験の積み重ねがあるからこそ、生活科になった

ときに戸惑わず力を伸ばせる」「遊びの楽しさ体験は学びの楽しさ体験で

ある」と、小学校教育へのつながりについてもご教示いただきました。 

これらの力には、「家庭だからこそ育まれるもの」もあれば、「近い年齢の他者といるからこそ育まれるもの」

もあります。その子のこれからの人生を創っていく力が今「芽生えている」という視点をもって、子どもの思い

を受け止めながら関わることが大切です。東大阪市の各家庭や学校園が、一人ひとりの子どもがその子らしく輝

きながら「後伸びする力」を培える場であり続けることを願っています。 

公開保育 
「ときめき ひらめき はっけん！ ～遊びを通して未来を生き抜く力を～」 

子育て講演会 「遊びの中で育つ、後伸びする力」
講師 ： 大阪総合保育大学 神長美津子 特任教授

いらっしゃいませー！ 

「後伸びする力」とは 
・しなやかな心と体 ・好奇心、探究心 ・人とかかわる力（社会性・道徳性・協同性）
・豊かな感性と、自分を表現する喜び  ・ことば（言葉で伝える・考える）
 これらは、幼児教育で重視している資質・能力で、長い人生を見通したときの「芽生え」です。 
幼児期には、これらの力が芽生えていることが大切であり、この芽生えが、その後の人生を創っていく源
になっていきます。その意味で「後伸びする力」と言います。

≪参加者の方の感想より≫ 
・ 子どもとの関わり方を考えさせられた良いご講演でした。あれもやらなくちゃ、これもやらなくちゃ、
ではなくて、『いま必要な力や芽生えをたくわえているときなんだ』と感じながらこれから過ごしていく
ことができそうです。 

・ 神長先生のお話を聞けたことで、先生方が一度の保育にすごくたくさんの準備をされているのを想像す
ることができ、とてもすばらしいと感じ、学びとなりました。 


